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　For　screening 　of 　antiulceregenic 　action 　of 　the　crude 　drugs，　stress −induced　ulcers 　were

produced 　by　water 　immersion 　of　the 　restrained 　rat ．　 Wister　rats ，　 weighing 　 about 　90　g　were

used
　for　each 　dQse　leve1．　 After　18　hr　fasting，　 the　test　compounds 　 were 　adminstered 　oraUy

30min 　before　the　stress ．　After　restraining 　the 　rats 　for　4　hr，　the 　animals 　were 　sacri 丘ced 　 and

the 　 stomachs 　 were 　 examined ．　The 　 degree　 of 　 the 　 erosions 　in　the　 glandular　 stomachs 　 were

scored ．　 Out　 of 　85　tested　crude 　drugs，　 Sophorae　Radix，　 SQphorae　subprostratae 　Radix ，　Chinae

Cortex，　Po】yga ユae 　Radix ，　PlatycQdi　Radix　and 　Trichosanthes　Sernen　showed 　strikingly 　preventive

efFect ．　It　 was 　 suggested 　that　 cinchona 　alkaloids 　 and 　quinolizidine　alkaloids 　 were 　active

principles　 of 　Chinae　Cortex　and 　Sophorae　Radix，　 respectively ．

　胃腸疾患 に 薬効 を求 め応用 され る生薬は多い が その 有効成分の 明らか に され た もの は少 な い ，今回 著者 らは 胃腸疾

患 の 病態 モ デル の 一つ と し て ラ ッ トに ス トレ ス 胃潰瘍を発生 させ 生薬 の 潰瘍発生予防効果 を指標 とする生物試験法に

お い て 主要 85 種の 生薬に つ い て の ス ク リ
ーニ ン グ試験を行な い ，特 に 健胃剤 とい わ れ て い る 生薬 の 作用 に興味 を持

ち本研究を行な っ た．尚本試験法 に おい て 潰瘍発生予 防に著効の 認 め られ た もの の なか で 苦参 山豆根 お よ び キ ナ 皮

に つ い て は，そ の 成 分 の 明 ら か に な っ て い る含有ア ル カ ロ イ ドに つ い て も有効性を検討 し た の で併 せ て報告す る．

実験 方 法 お よ び 材料

　ス ト レ ス 胃潰 瘍 発生 条件 は K ・Takagi2） ら の 方法 に 準 じ た が ス ク リ
ー

ニ ン グ試験法 と して検討 し た結果
一部以下の

様に改め た．すなわ ち Wistar 系 ラ ッ ト SO−・100　g を 18 時間絶食させ て お き被検薬 を水浸 30 分前に 主 と し て 経 ロ

で 投与 し，拘束水浸 4 時間後腺胃 に み られ る erosions の 程度を潰瘍指数で 求 め対照群 と比較 し て 潰瘍発生 阻害率 を

％で 示 し た，Shay　rat の 作成法は Shay3） らの 方法 に よ っ た．被検薬 は 皮下投与で 与え た．生 薬エ キ ス は 粗切 あ る い

は粉末 とし た 生薬の 50％ メ タ ノ
ー

ル 冷浸 エ キ ス を 45〜50
°C で 減圧 濃縮乾固 し た もの を デ シ ケータ 中 で 保存，用時

ア ラ ビ ア ゴ ム に 懸濁 させ て 使用 し た．苦参 　山豆 根 お よ び キ ナ 皮 の有効成分 の 分離法 は Fig．1 に示 し苦参な らび に

山 豆 根 の 主 ア ル カ ロ イ ドで あ る マ トリン お よび オ キ シ マ ト リ ン の 分画は柴田
4） らの 方法 に よ り分離 し未精製 の ま ま 画

分 とし て投与 した．

　実験結果　ス ク リーニ ン グ試験 の 結果 お よび 苦参 山 豆根な らび に キ ナ皮 の 各分画 の 作用 は TABLE　
I に 示 し，

　 1）・）L ・ cati ・ n ・ Mi ・a ・agi −Y ・ m ・ ・hina
，
　 Hig ・ ・hiy・ mk ・ ，　Ky ・t・，紳 ・ ・ b＞T ・uk ・・am ・ ・hi−40 ・Gif… J ・Pan・

　 2）K ．Takagi，　S．　Okabe ： Jap．　J．　Pharmac ．，18，9 （1968）．

　 3＞Shay，　H ，，　Komarov，　S．　A ．，　 Fels，　S．　S．，　 Marance ，　D ．，　Gruenstein，　M ．＆ Siplet，　H ．： Gastroenterology
，
5，

　　　43 （1945）．

　 4＞柴 田承 二 ，西川嘉広 ， 薬誌，81 ，
1635 （1961 ）．
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Shay 　 rat で の キ ナ皮成分 の 実験成績 は TABLE 　II に 示

し た．

結論お よび考察

　生薬の 生 理 活 性成分の 解明 に際 し直面 す る最も困難な

問題 は 生物試験法の 選択 あ るい は 開発 に あ る．著者らは

微生 物 を は じ め ，マ ウス ，ラ ソ ト，ウズ ラ 等 を使用 し 種

々 の 生物作用 の 項 目に つ い て 生薬 の 生物活性成分解明に

応用 され る か どうか を予試験的 に 検討 し て い る．今回 の

ス ト レ ス 潰瘍 に よ る 試験 も そ の
一

項 目で あ る ．ス トレ ス

潰瘍発生 の 機作 につ い て は不明な点が 多い が，実験的に

確実に 容易 に 潰瘍発生 が み られ ，薬物 の 効果検定 の ス ク

リーニ ン グ試験 に 用 い た とこ ろ ，試験 に か け た 85 種 の

生薬中 ， 山豆 根 ， 苦参 ， キ ナ皮，瓜呂仁，遠志，桔梗等

に 潰瘍発生予 防 に 著効 を認 め前三 者 に つ い て は い ず れ も

その 含有 ア ル カ ロ イ ドが活性成分の ほ とん ど で ある事 が

明 らか と な っ た．生薬 と し て 苦参，キ ナ皮 は 苦味健胃薬

蟻
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50％ H
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メ タ ノー
ル 抽 出
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’1生
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工
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丁 ノレ
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一

テ ル 層
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　 ク ロ ロ ホ ル ム

ク ロ ロ ホ ル ム 層　　水層
（ア ル カ ロ イ ドFr．）

　　　 Fig．1　ア ル カ ロ イ ドの 分画

に分類 され，今回 の 試験結果 か らこ れ ら生薬 の 苦味健胃薬 として の 有効成分 は ア ル カ ロ イ ドに指向 され る か もし れな

い ．現在 さ ら に他 の 生薬に つ い て も活 性成分 の 解明 を行 な っ て い る が，苦参，山豆根 中約 1〜2％，キ ナ 皮で は 約 ユO

％の 総 ア ル カ ロ イ ド画分 が得 られ る 事 か ら今回 用い た 薬物投与量 は生 薬 に換算 し て も数 9 の も の で 薬効成分 を代表す

る もの と考 え られ る ．一
方予防効果 とは 反 対 に潰瘍発生 に促進的効果 の み られ た楊梅皮に 関 し別 に報告す る消炎作用

の 結果 と合 せ て 検討 し て い る．

TABI ．E 　IAnti −gastric　ulcer 　 activity 　in　stress 　ulcer （preventive 　effect ）

Drug 　 Dose
mg ／kg，　P．　o．

No．　ofrats Inhibitory　 rate
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